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の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
審
査
員
の
国

井
美
果
氏
を
は
じ
め
と
し
た
他
審
査

員
に
よ
る
各
部
門
の
審
査
講
評
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
（https://

aw
ards.jeki.co.jp/

）
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

Ｘ
（
旧T

w
itter

）
に
て
情
報
発

信
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
フ
ォ
ロ
ー

お
願
い
し
ま
す
！

　

交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
４

で
は
、
従
来
審
査
対
象
で
あ
っ
た

j
e
k
i
が
販
売
・
管
理
す
る
駅
お

よ
び
車
両
の
メ
デ
ィ
ア
に
掲
出
さ
れ

た
交
通
広
告
作
品
に
街
ナ
カ
サ
イ

ネ
ー
ジ
を
加
え
、
審
査
対
象
作
品
を

拡
充
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
今
回

の
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
は
一
歩
先
へ

踏
み
出
す
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
た
イ
ラ

ス
ト
を
採
用
し
、
多
彩
な
ア
イ
デ
ア

を
持
っ
た
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
作
品

の
募
集
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

受
賞
発
表
の
贈
賞
式
で
は
、
㈱

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画 

代
表

取
締
役
社
長 

赤
石
良
治
氏
が
主
催

者
挨
拶
と
し
て
「
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
会
式
の
、
街
全
体
に
お
け
る
リ

ア
ル
と
ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
ス
ペ
ク
タ

ク
ル
な
演
出
に
は
驚
き
、
感
動
し
た
。

移
動
者
の
視
点
に
立
っ
た
街
中
の
デ

ザ
イ
ン
は
、
い
か
に
大
き
な
感
動
を

与
え
る
か
が
、
今
回
改
め
て
明
ら
か

に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
リ
ア
ル

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
人
々
の
考
え
方
や

行
動
を
変
容
す
る
大
き
な
力
が
あ
り
、

今
回
受
賞
さ
れ
た
38
点
か
ら
は
『
交

通
広
告
は
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
ん

だ
』
と
い
う
熱
も
感
じ
ら
れ
、
い
よ

い
よ
交
通
広
告
が
再
び
大
き
な
力
を

持
つ
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
き
た
よ
う

に
思
う
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
の
中
に
、
交
通
広
告
・
Ｏ
Ｏ
Ｈ

を
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
、
交
通
広
告
・
O
O
H
が

与
え
る
リ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
存
在
感
と
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

特
設
サ
イ
ト
で
は
、
各
受
賞
作
品
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「愛犬との暮らし」
理事　新井　秀夫（㈱電通名鉄コミュニケーションズ）

　
「
最
近
、
足
腰
が
弱
く
な
り
、
歩
け
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
。」「
う
ち
で
は
常
時
、
お
む
つ
を

さ
せ
て
い
ま
す
よ
。」「
た
ま
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
転
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。」
こ
れ

ら
は
、
愛
犬
家
同
士
の
愛
犬
介
護
ト
ー
ク
で
す
。

　

う
ち
の
愛
犬
は
、
ミ
ニ

チ
ュ
ア
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン

ド
で
、
現
在
17
歳
３
か
月
。

人
間
で
い
う
と
、
84
歳
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
一

般
社
団
法
人
ペ
ッ
ト
フ
ー

ド
協
会
に
よ
る
と
、
飼
育

さ
れ
て
い
る
犬
の
平
均
寿

命
は
14
・
８
歳
と
の
こ
と

な
の
で
、
既
に
長
寿
犬
と

い
え
ま
す
。
近
年
の
良
質

な
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
や
医
療

の
進
歩
、
飼
い
主
の
愛
犬

に
対
す
る
健
康
意
識
の
向

上
な
ど
に
よ
り
、
犬
は
長

寿
命
化
し
て
い
ま
す
。
そ

の
お
か
げ
で
、
一
緒
に
過

ご
せ
る
時
間
は
長
く
な
り

ま
し
た
が
、
愛
犬
が
老
い
て
い
く
姿
と
向
き
合

う
こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
に
も
似
た

よ
う
な
年
齢
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
が
多
く
、

冒
頭
の
よ
う
な
介
護
ト
ー
ク
に
な
る
わ
け
で

す
。
ま
さ
に
犬
の
高
齢
化
に
伴
う
介
護
問
題

が
多
く
の
家
庭
で
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
私
は
単
身
赴
任
を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
主
な
理
由
の
ひ
と
つ
が
愛
犬
の
介
護
で

す
。
い
ま
は
妻
が
ひ
と
り
東
京
に
残
り
、
献

身
的
に
愛
犬
の
面
倒
を
み
て
く
れ
て
い
ま
す

が
、
半
日
以
上
目
を
離
す
こ
と
は
で
き
な
い

よ
う
な
状
態
で
す
。
単
身
赴
任
を
し
て
以
来
、

こ
こ
１
年
で
急
激
に
衰
え
て
き
て
し
ま
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

我
が
家
の
愛
犬
は
６
歳
の
と
き
に
全
盲
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
10
年
以
上

は
病
気
も
な
く
生
き
て
き
ま
し
た
。
近
所
を
散

歩
し
て
い
て
も
、
誰
も
全
盲
と
は
気
付
か
な
い

く
ら
い
リ
ー
ド
を
頼
り
に
元
気
に
歩
い
て
い
た

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
最
近
で

は
そ
の
大
好
き
な
散
歩
も
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

老
い
て
い
く
愛
犬
の
姿
は
、
人
間
の
そ
れ
と

似
て
い
ま
す
。
分
か
っ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、

自
分
の
年
齢
を
追
い
越
し
、
先
に
老
い
て
い
き

ま
す
。
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
今
で

も
可
愛
く
て
、
癒
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
し
、
衰
え
な
が
ら
も
必
死
に
生
き
て
い
る
姿

が
と
て
も
愛
お
し
く
思
え
ま
す
。

　

今
は
た
だ
私
が
単
身
赴
任
か
ら
戻
る
ま
で
は
、

何
と
か
元
気
で
い
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で

す
。
こ
こ
ま
で
犬
が
長
生
き
す
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
と
、「
老
老
介
護
」
に
な
り
か
ね
な
い

た
め
、
私
の
年
齢
で
は
、
も
う
新
し
い
犬
を
飼

う
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
夫
婦

に
と
っ
て
は
、
最
初
で
最
後
の
愛
犬
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
大
切
な
家
族
の
一
員

で
あ
り
、
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
る
愛

犬
の
こ
と
を
記
録
し
て
お
き
た
い
と
思
い
、
今

回
こ
の
文
章
を
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

書
い
て
い
る
う
ち
に
、
公
園
の
芝
生
の
上
を
駆

け
回
っ
て
い
た
頃
の
元
気
な
姿
が
思
い
出
さ
れ

ま
し
た
。

次
回
の
広
場
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

愛犬のモモ
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・
支
部
特
別
講
演
会
の
開
催
（
７
月
19
日 

同

会
場　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
本
部
新
井
良
亮
会
長
）

・
意
見
交
換
会
の
開
催
（
７
月
19
日 

同
会
場
）

※
（
参
考
）
日
本
鉄
道
広
告
協
会
（
本
部
）

の
事
業
内
容
に
つ
い
て

≪
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
≫

２　

支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

総
会
に
引
続
き
、
支
部
講
演
会
と
し
て
、

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
取
締

役
メ
デ
ィ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部
長
兼
交

通
媒
体
局
長
星
野
雅
央
様
よ
り
、「
交
通
媒
体

事
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て
」
と
題

し
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
の
大
型
化
、
駅
構
内
の
媒
体
再
開
発

● 

支 

部 

便 

り 

●

支
部
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

北
海
道
支
部
（
長
谷
川
潤
支
部
長
）
で
は
、

７
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
ズ
日
航
札

幌
に
お
い
て
、
２
０
２
４
年
度
北
海
道
支
部

理
事
会
を
開
催
、
支
部
定
期
総
会
は
22
社
中

19
社
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

支
部
総
会
の
審
議
事
項
と
し
て
、

１
．
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
件

２
．
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

（
案
）
承
認
の
件

３
．
支
部
規
約
の
改
正
（
案
）
の
件

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、

１
．
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

２
０
２
４
年
東
北
支
部
総
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

７
月
10
日
（
水
）
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
仙
台
５
階
「
ル
リ
ア
ン
」
に
お
い
て
、

２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
東
北
支
部
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
会
員
13
社
中
10
社
よ
り
23
名

が
参
加
し
、
百
々
東
北
支
部
長
挨
拶
の
後
、

議
題
の
審
議
に
移
り
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

≪
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
≫

・ 

第
17
回
地
球
温
暖
化
防
止
全
国
鉄
道
広
告

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

・
支
部
総
会
の
開
催
（
７
月
19
日
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台 

９
社
21
名
参
加
）

東
北
支
部

北
海
道
支
部

に
つ
い
て

２
．
当
支
部
役
員
等
交
代
に
つ
い
て

の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
意
見
交
換
と
共
に
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
懇
親
会
の
冒
頭
で
は
竹
谷

副
支
部
長
よ
り
、
時
流
を
捉
え
つ
つ
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｒ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ま
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
ゆ
く
等
の
展
望
を
踏
ま

え
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
22
社
中
17
社
よ
り
計
39
名
が
参

加
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

支部総会挨拶する長谷川潤支部長

なごやかに懇親を深める

支部総会であいさつする百々潤司支部長

講演する星野雅央氏
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い
て
、
Ｏ
Ｏ
Ｈ
な
ら
で
は
の
独
自
価
値
を
具

体
的
な
事
例
と
と
も
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。

・
セ
ミ
ナ
ー　

15
時
00
分

講
師
：
株
式
会
社Luup M

arketing

部　

部
長　

星
賢
志
氏

「M
arketing

戦
略
に
お
い
て
の
Ｏ
Ｏ
Ｈ
」

・
支
部
総
会　

17
時
00
分

報
告
事
項

⑴
２
０
２
４
年
度
首
都
圏
支
部
の
幹
事
に
つ

い
て

⑵
２
０
２
３
年
度
支
部
活
動
・
収
支
報
告

⑶
２
０
２
４
年
度
支
部
活
動
計
画
及
び
予
算

に
つ
い
て

・
懇
親
会　

17
時
40
分

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

中
部
支
部
（
佐
藤
一
哉
支
部
長
）
で
は
、
２

０
２
４
年
７
月
24
日
（
水
）
安
保
ホ
ー
ル
３
０

１
号
室
に
お
い
て
、
会
員
社
31
社
中
29
社
（
内

委
任
状
６
社
） 

が
出
席
し
２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｒ
Ａ
中
部
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
案
の

⑴
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告

⑵
２
０
２
３
年
度
決
算
報
告　

監
査
報
告

⑶
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画

⑷
２
０
２
４
年
度
予
算

⑸
役
員
の
選
任

に
つ
い
て
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア

ホ
テ
ル
に
て
支
部
交
流
会
を
開
催
し
、
会
員

の
皆
様
は
懇
親
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

事
例
を
紹
介
頂
き
な
が
ら
、
今
後
の
交
通
媒

体
事
業
が
取
組
む
べ
き
施
策
・
事
業
の
方
向

性
を
示
唆
頂
き
、
出
席
し
た
会
員
一
同
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

３　

懇
親
会
の
開
催

　

支
部
講
演
会
終
了
後
、同
ホ
テ
ル
「
星
雲
」

に
移
動
し
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
東
北
支
部
副
支
部
長
の
株
式
会
社

近
宣
布
仙
台
支
社
長
に
挨
拶
を
頂
き
、
会
員

相
互
の
情
報
交
換
と
親
睦
を
深
め
る
と
共

に
、
講
演
頂
い
た
星
野
取
締
役
と
の
意
見
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

首
都
圏
支
部

中
部
支
部

懇親会であいさつする布正勝副支部長

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

首
都
圏
支
部
（
赤
石
良
治
支
部
長
）
で

は
、
７
月
８
日
（
月
）、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
（
池
袋
）
富
士
の
間
に
お
い
て
、
79

社
33
名
（
内
委
任
状
出
席
46
社
）
が
参
加
し
、

２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
首
都
圏
支
部
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
赤
石
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、

２
０
２
３
年
度
の
事
業
報
告
、
２
０
２
４
年

度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
を
開
催
。
59
名
の

皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
和
や
か
に
意

見
を
交
換
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、株
式
会
社Luup M

arketing

部
長 

星
賢
志
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
星
氏
か
ら
は

「M
arketing

戦
略
に
お
け
る
Ｏ
Ｏ
Ｈ
」
に
つ挨拶する赤石良治支部長

セミナー講師の星 賢志氏

総会で挨拶する佐藤一哉
支部長

支部交流会で乾杯の発声
をする新井秀夫副支部長
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懇
親
会
で
は
、
講
師
の
山
本
様
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
和
や
か
に
意
見
を
交
換

し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

・
総
会

参
加
者
41
名　

16
時
00
分
～
16
時
20
分

・
講
演
会　

参
加
者
64
名　

16
時
30
分
～
17
時
30
分

テ
ー
マ
：「
交
通
系
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

の
現
状
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
」

講
師
：
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画　

メ
デ
ィ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
推
進
セ
ン
タ
ー
長

山
本
孝
氏

・
懇
親
会

参
加
者
47
名　

17
時
40
分
～
19
時
00
分

セミナー講師山本孝氏

九
州
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

九
州
支
部
（
盛
澤
篤
司
支
部
長
）
で
は
、

９
月
10
日
（
火
）
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
に
て

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
盛
澤
支
部
長
の
挨
拶
後
、

２
０
２
３
年
度 

事
業
報
告 

及
び 

決
算
報

告
、
２
０
２
４
年
度 

事
業
計
画
（
案
） 

及

び 

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、
株
式
会
社
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
東
日
本
企
画
メ
デ
ィ
ア
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
本
部
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
推
進
セ

ン
タ
ー
長
の
山
本
孝
氏
に
お
越
し
い
た
だ

き
、「
交
通
系
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
現

状
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
」
と
題
し
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
事
例
や
今
後
の
課
題
、

事
業
領
域
の
拡
大
な
ど
興
味
深
い
内
容
に
会

員
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

九
州
支
部

挨拶する盛澤篤司九州支部長

支
部
総
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た　

 

　

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
（
伊
藤
義
彦
支

部
長
）
で
は
、
７
月
24
日
（
水
） 

ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
お
い
て
、
41
社
50
名
の

参
加
で
２
０
２
４
年
度
支
部
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
支
部
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
２
０
２
３

年
度
の
事
業
報
告
、
２
０
２
４
年
度
の
事
業

計
画
及
び
予
算
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
、
す
べ
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
学
校
法
人 

近
畿
大
学 

経
営

戦
略
本
部 

広
報
室 

室
長 

稲
葉 

美
香
様
を

お
招
き
し
、「『
近
大
ら
し
さ
』
を
追
い
続
け

る
『
イ
メ
ー
ジ
戦
略
』
の
広
報
」
と
題
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
聞
広
告
や
交
通
広
告
を
活
用
し
た
イ

メ
ー
ジ
戦
略
の
事
例
な
ど
の
お
話
は
非
常
に

興
味
深
く
、
会
員
の
皆
さ
ま
も
熱
心
に
聴
講

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
講
師

の
方
も
ご
参
加
く
だ
さ
り
、
参
加
者
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
会
員

同
士
の
親
睦
も
和
や
か
に
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◇
支
部
総
会　

14
時
00
分
～
15
時
00
分　

審
議
事
項

・
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

・
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案

報
告
事
項

・
支
部
事
務
局
担
当
者
の
委
嘱
変
更
に
つ
い
て

・
代
表
者
名
変
更
、
支
部
会
員
数
に
つ
い
て

・
第
18
回
「
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
つ
い
て

参
加
者
：
41
社
50
名

◇
セ
ミ
ナ
ー　

15
時
15
分
～
16
時
45
分

テ
ー
マ
：「『
近
大
ら
し
さ
』
を
追
い
続
け
る

『
イ
メ
ー
ジ
戦
略
』
の
広
報
」

講　

師
：
学
校
法
人 
近
畿
大
学 

経
営
戦
略

本
部 

広
報
室 

室
長　

稲
葉 
美
香
様 

参
加
者
：
会
場
／
64
名
、

　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
／
46
名

◇
意
見
交
換
会　

17
時
00
分
～
18
時
30
分

参
加
者
：
60
名

セミナー講師の稲葉 美香様

 挨拶する伊藤義彦支部長

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
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が
使
わ
れ
て
る
ポ
ス
タ
ー
を
見
か
け
る
度
に

ビ
ャ
ッ
コ
！
ビ
ャ
ッ
コ
じ
ゃ
な
い
か
！
っ
て

な
る
ｗ

　

同
時
に
絵
画
な
ら
で
は
の
タ
ッ
チ
も
相

ま
っ
て
良
い
な
と
思
う
ん
だ
よ
ね
ｗ

・
エ
キ
か
ら
ア
ー
ト
な
ら
全
国
の
美
術
館
を

順
に
紹
介
し
て
人
の
移
動
を
促
し
た
方
が

良
い
気
も
。

（
原
文
の
ま
ま
）

　

連
日
の
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
駅
や

電
車
で
は
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ

た
外
国
か
ら
の
観
光
客
、
国
内
旅
行
者
で

ま
す
ま
す
熱
気
を
帯
び
て
い
ま
し
た
。

　

通
勤
、
通
学
、
遠
距
離
移
動
を
す
る
際
、

｢

エ
キ
か
ら｣

の
ポ
ス
タ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
が
多
く
の
方
目
に
留
ま
り
、
そ

れ
を
通
し
て
、「
地
球
温
暖
化
防
止
」、「
エ

コ｣

、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
幸
せ
」
に
つ
い

て
少
し
で
も
思
い
め
ぐ

ら
せ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
機
会
に
な
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
も
、
多
く
の
鉄

道
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
、

駅
構
内
や
電
車
内
で
撮

影
し
た｢

エ
キ
か
ら｣

の
ポ
ス
タ
ー
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
シ
ェ
ア
さ
れ
紹
介
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

以
下
は
そ
の
一
部
で
す
。

・
そ
ろ
そ
ろ
エ
キ
か
ら

エ
コ
の
季
節
か
。

・
前
々
か
ら
思
っ
て
た

け
ど
、最
近
も
駅
で
時
々

見
か
け
る｢
エ
キ
か
ら｣

の
ポ
ス
タ
ー
。
前
は｢

エ
キ
か
ら
エ
コ
。｣
だ
っ

た
。
い
ず
れ
も
ホ
ワ
イ

ト
タ
イ
ガ
ー
の
絵
画

ま
す
。
関
東
甲
信
で
は
７
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
、
最
高
気
温
が
40
度
前
後
と
い
う

危
険
な
連
日
猛
暑
日
の
夏
と
な
り
ま
し
た
。

台
風
も
大
型
化
し
て
、｢

命
を
守
る
行
動｣

を
呼
び
か
け
る
報
道
も
よ
く
み
か
け
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
暑
い
中
、
今
年
で
18
回
目

と
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
例
年
通
り
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
か
ら
新

た
に
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
㈱
に
も
参
加

い
た
だ
き
、
全
国
の
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
、
地
下

鉄
37
社
局
の
鉄
道
会
社
を
は
じ
め
、
関
係

す
る
ハ
ウ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
広
告
会

社
、
掲
出
撤
去
作
業
会
社
の
ご
協
力
に
よ

り
、
延
べ
87
万
枚
の
ポ
ス
タ
ー
、
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
掲
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
回
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
快

く
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
ご
協
力
く
だ
さ
る
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
制
作
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
、

改
め
て
深
く
謝
意
と
敬
意
を
表
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
も
８
月
１
日
（
木
）
～
31
日
（
土
）

の
１
か
月
に
わ
た
り
、
地
球
温
暖
化
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
、
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

　
「
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
」
は
既
に
私
た

ち
の
日
々
の
生
活
に
広
く
浸
透
し
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
は
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た
ス
タ

ン
ス
で
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
か
ら
は
、
さ
ら
に
前
進
し
た

ス
タ
イ
ル
、｢

エ
キ
か
ら｣

と
し
て
、
環
境

に
優
し
い
乗
り
物
の
鉄
道
と
、
よ
り
環
境

に
優
し
い
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
紙
を
利
用
し
た
ポ

ス
タ
ー
で
み
な
さ
ま
へ
発
信
い
た
し
ま
し

た
。
エ
キ
か
ら
リ
ズ
ム
、
ア
イ
、
ブ
ン
カ
、

エ
コ
、
そ
し
て
ア
ー
ト
。
い
つ
も
生
活
で

利
用
し
て
い
る
鉄
道
、
す
べ
て
の
駅
が
幸

せ
の
入
り
口
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
色
々

な
出
会
い
の
場
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
多

く
の
こ
と
を
届
け
た
い
と
考
え
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

気
象
庁
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
夏
は
昨

年
の
２
０
２
３
年
と
並
ん
で
「
最
も
暑
い

夏
」
と
な
っ
た
と
し
、
特
に
７
月
以
降
は

「
異
常
気
象
だ
と
言
え
る
」
と
発
表
し
て
い

18
年
目
の
「
エ
キ
か
ら
」
に

　
　
　
　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
18
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
報
告 委

員
会
便
り

美
観
風
致
委
員
会
・
環
境
委
員
会

北海道旅客鉄道・新千歳駅東日本旅客鉄道・あおば通駅

東日本旅客鉄道・鎌倉駅東急電鉄・武蔵新田駅
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編集後記

Vol.86

　●次号Vol.87は12月1日発行予定です。お楽しみに。

まだ残暑の厳しい日もありますが、秋と言えば観光の秋！というこ
とでお城に行ってきました、国宝 5 城のひとつ彦根城、別名金

こ ん き

亀
城、平山城です。滋賀県彦根市のシンボルでもあり徳川四天王、彦
根藩主井伊家のお城です。琵琶湖からも見上げるとその姿が臨め、
見守られているような安心感があります。彦根城は近くにあった石
田三成の佐和山城を一部移築して建造しているとのことで、昔から
SDGs というかリデュース、リユース、リサイクルの 3R 資源循環は、
昔からのあたりまえなんだなと妙に感激した瞬間です。
この秋お勧めの観光地教えてください！

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。　 
information@j-jafra.jp

西日本鉄道・大牟田駅沖縄モノレール・てだこ浦西駅

●お詫びと訂正
2024年8月号 Vol.85
 P15

【誤】宮田 亮平作   「シュプリンゲン 24-1」
【正】宮田 亮平作   「シュプリンゲン」
【誤】日比野 克彦作｢LIFE PARTICLES」
【正】日比野 克彦作｢風が吹いた」
以上、ここにお詫びして訂正いたします。

神戸市交通局・新神戸駅四国旅客鉄道・松山駅

九州旅客鉄道・小倉駅

近畿日本鉄道・中づり 西日本旅客鉄道・京都駅

京阪電鉄・淀屋橋駅

京急電鉄・横須賀中央駅

西日本旅客鉄道・倉敷駅

東海旅客鉄道・名古屋駅 東京モノレール・中づり


